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動産担保融資（ｱｾｯﾄ･ﾍﾞｰｽﾄ･ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ【略称 ABL】）の取り組みについて 

～親和銀行アレンジによる在庫を担保とした融資スキームの組成～ 

 株式会社親和銀行（頭取 鬼木 和夫）は、松浦水産株式会社（本社 松浦市 代表取締役 峯元 統
征、以下、「当社」）に対し、下記のとおり動産を担保とした融資（ｱｾｯﾄ･ﾍﾞｰｽﾄ･ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ､以下、

「ＡＢＬ」）を行いましたのでお知らせ致します。 
 当社は、養殖用配合飼料の製造販売を主業としており、西九州最大級の冷蔵冷凍倉庫及び飼料

加工設備を所有し、自社で製造した製品を全国各地に販売しております。 
販売先からは品質面で高い評価を得ており、業績は堅調に推移しております。 
 本スキームにおいて、当社は商売の源泉である原料・製品等の在庫を担保として提供すること

で、資金の必要性に応じた新たな調達手段を確保し、今後更なる事業展開が可能となります。 
本件は、弊行単独でアレンジした長崎県内初のＡＢＬ案件であり、今後も、弊行では、県内外

のお取引先に対するサービス向上を念頭に、幅広いニーズに積極的にお応えして参ります。 
  
■ 本件ＡＢＬの概要 

ＡＢＬ概要 

貸出総額 5 億円 

貸出形態 当座貸越 

融資期間 1 年（自動更新） 

資金使途 運転資金 

譲渡担保物件 当社倉庫に保管する飼料用原料、製品等 

 
■ ＡＢＬについて（ご参考） 
・ ＡＢＬとは、企業の様々な資産（Asset）を基にした（Based）貸出手法（Lending）の
ことで、売掛金や在庫・その他動産等、企業の営業活動に直結する営業資産の価値に着

目して融資を行う点に特徴があります。 
・ 本件については、ＡＢＬの総合支援会社であるトゥルーバグループホールディングス株

式会社（本社 東京都）による在庫の評価を実施しております。 
・ ＡＢＬは、企業の営業資産を担保活用する仕組みであるため、不動産担保に過度に依存

しない、新たな資金調達手段を確保できる手法です。 
 
動産担保融資（ＡＢＬ） 基本スキーム 

松浦水産
株式会社

①融資申込み

②動産評価依頼

③商流・動産管理体制の調査

⑨定期的な商流・動産管理体制の調査

⑤担保差入
（譲渡担保権設定）

⑥融資実行

⑦担保情報の
  定期報告

④動産評価報告

⑩動産評価の
　定期報告

⑧モニタリング

【本件に関するお問い合わせ先】 
          親和銀行 営業推進部 法人推進室   担当：島、川原 
                       (TEL：095‐824‐6153) 


